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極域環境データサイエンスセンター 年度計画  
  項目 H29（2017） H30（2018） H31（2019） H32（2020） H33（2021） H34（2022） 
1 統合データベース   開発     運用               
                          
2 データベースシステムの充実化と相互運用化の促進                         
2.1 ADS 継続的                       
 AADSへの発展（南極域データ処理）   開発     運用               
                         
 2.2 IUGONET 継続的                       
 システム改良 随時                       
 他分野への応用支援 随時                       
                          
2.3 学術データベース 継続的                       
  統合データベースへの発展     開発   運用               
  AADSとのメタデータ相互利用     開発   運用               
  IUGONETとのメタデータ相互利用     開発   運用               
                          
3 各分野の時系列データのデータベース化、公開の促進                         
  PANSY 継続的                       
  EISCAT 継続的                       
  宙空圏モニタリング 継続的                       
  地圏モニタリング 継続的                       
  気水圏モニタリング     開発   運用               
                          
4 各分野の試料系データのデータベース化、公開の促進                         
  岩石  開発   運用                 
  生物      開発   運用             
  隕石          開発   運用         
  雪氷              開発   運用     
5 データ出版の積極的な促進 継続的                       
                            
6 国内外のデータ活動コミュニティとの連携 継続的                       
  国際ワークショップ・シンポジウム開催・参加                        
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DS施設「公募型共同研究」対応： H29年度採択課題一覧 （PEDSC関連） 




1 共同研究 南山 泰之 極地研 
南極・北極に関する歴史的画像データ活用のため
のデジタルアーカイブ構築 
矢吹 新規 全般 
2 共同研究 鈴木 臣 愛知大学 
多地点大気光観測における画像データ公開環境
の開発 
田中 新規 宙空 
3 共同研究 外田 智千 極地研 
南極岩石試料レポジトリの確立によるデータサイエ
ンスへの応用 
金尾 新規 地圏 
極域環境データサイエンスセンター：H30年度活動 
DS施設「公募型共同研究」対応： H30年度採択課題一覧 （PEDSC関連） 









田中 新規 宙空 





門倉 新規 宙空 
3 共同研究 加藤 千尋 信州大学 
昭和基地宇宙線観測データのためのリアルタイム・アーカイ
ブシステムの構築 
門倉 新規 宙空 
4 共同研究 海老原祐輔 京都大学 
南極点及びマクマード基地における多種類の光学観測デー
タを用いた統合データベースの開発 
門倉 新規 宙空 
5 共同研究 田口聡 京都大学 
地磁気データと指数のリアルタイム情報サービスのための
冗長化データサーバーシステムの構築 
田中 新規 宙空 
6 共同研究 馬場 壮太郞 琉球大学 
南極岩石試料レポジトリの確立によるデータサイエンスへの
応用 
矢吹 継続 地圏 
7 共同研究 山本真行 
高知工科大
学 
南極インフラサウンド観測データ収録公開システムの構築 金尾 新規 地圏 
8 研究集会 村山泰啓 NICT 
「科学とデータ」研究集会～オープンサイエンスとデータ駆動
型科学の将来像をさがす 
田中 新規 宙空 
極域環境データサイエンスセンター：2019年度活動 




1 共同研究 加藤 千尋 信州大学 
昭和基地宇宙線観測データのためのリアルタイム・アーカイブ
システムの構築 
門倉 継続 宙空 
2 共同研究 佐藤光輝 北海道大学 
昭和基地で取得した1-100Hz帯ELF磁場波形データの共有と
可視化 
田中 新規 宙空 






4 共同研究 馬場 壮太郞 琉球大学 
南極岩石試料レポジトリの確立によるデータサイエンスへの応
用 
矢吹 継続 地圏 
5 共同研究 山本真行 
高知工科大
学 
南極インフラサウンド観測データ収録公開システムの構築 金尾 継続 地圏 





金尾 新規 地圏 









8 共同研究 梅村宜生 名古屋大学 
データ駆動型研究を促進させる賛同型コンソーシアム形成に
係る基盤研究 
田中 新規 共通 
9 研究集会 名和一成 
産業技術総
合研究所 
固体地球科学データの相互利用・統合解析に関する諸問題 金尾 新規 地圏 
DS施設「公募型共同研究」対応： ２０１９年度採択課題一覧 （PEDSC関連） 
極域環境データサイエンスセンター：H29年度活動 
 研究集会、シンポジウム等への参加、開催： 
開催年 開催日 集会名 （黄色枠：国際集会） 開催場所 参加者 
2017年 5月3-5日 IconSpace2017 マレーシア 田中 
5月23日 
JpGU-AGU Joing meeting 2017 








7月10-14日 VarSITI-2017 ロシア 田中 




南極データマネージメント委員会（SCADM： Standing Committee on 
Antarctic Data Management）＊金尾氏が副議長に選出された 
モントリオール 金尾 


















「Understanding the Changing Arctic through Data: 





3月1-2日 オープンサイエンスデータ推進ワークショップ 京都大学 田中 
3月8日 科学データ研究会・WDS国内シンポジウム JST東京本部 門倉、金尾 
3月14-15日 地域ネットワークによる宇宙天気の観測・教育活動に関する研究集会 九州大学 田中 
 研究集会、シンポジウム等への参加、開催： 













6月18-19日 Japan Open Science Summit 2018（JOSS2018） 学術総合センター 田中、門倉 

















Asian Forum for Polar Science (AFoPS) Annual 
General Meeting 2018,  
Data Management Session 「Data and Metadata 
Sharing Among AFoPS Countries」 
Xiamen, China 金尾、田中 
11月12-15日 
International Workshop on Data Science 










2019年 1月31日 IUGONET講習会：参加者10名 中国極地研究所 10 田中、門倉 
3月18-22日 IUGONET講習会：「赤道大気科学スクール」にて インドネシア 142 IUGONETメンバ― 
極域環境データサイエンスセンター：H30年度活動 
 研究集会、シンポジウム等への参加、開催： 
開催年 開催日 集会名 （黄色枠：国際集会） 開催場所 参加者 参加者 
























International Workshop on Sharing, Citation and 
Publication of Scientific Data across Disciplines 
  
Joint Support-Center for Data Science Research (DS), Tachikawa, Tokyo 
5–7 December 2017 
 出席者：73名：機構内35名、機構外38名（海外8名：米国、英国、豪州、カナダ、ベルギー） 






International Workshop on Data Science 
- Present & Future of Open Data & Open Science – 


























Polar Data Journal によるデータ出版 https://pdr.repo.nii.ac.jp/ 
 2019年8月時点：投稿数12（掲載：7、出版待ち：１、査読中：２、査読待ち１、不採択１） 
 IPY特集号を企画、投稿募集中 
